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　平成29年６月定例会が６月15日に行われ、条

例の一部改正、予算補正など、提案された案件を

審議し、原案どおり可決しました。

　また、５人の議員が一般質問を行い、さまざま

な観点から町政に問いかけました。

　条例の一部改正や
　　　　補正予算等を審議

町内の小中学校では、水泳授業が行われています。夏休みを除き、８月いっぱい続きます。

（写真は南が丘小学校２年生）

プールでの水泳授業が始まりました！
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マリンスポーツ交流センター整備
     　　　　　　５，４５９万５千円他

計１億１６７万２千円を補正

６月 15 日　第２回定例会　こんなことが決まりました！

　第２回定例会は６月 15 日に開会し、

５議員が一般質問を行い、報告や承認、

条例改正や補正予算等の議案を審議

し、会期を１日残して閉会しました。

〈補正予算（専決含む）の主な事業〉

◇コミュニティ助成（中歌町「蛭
え び す や ま

子山」山車改修補助）

250 万円（全額その他特定財源）

　・中歌町「蛭子山」の改修費の補助。

◇かもめ島まつり花火大会実行委員会補助

200 万円（全額一般財源）

　・花火大会実行委員会へ補助。

◇経営所得安定対策 167 万 1 千円（全額道支出金）

　・経営所得安定対策の推進活動に関する経費の補正。

◇えさしマリンフェスタ開催

 165 万 3 千円（国庫支出金他）

　・体験プログラムを通じて、マリンスポーツの普及

　　を図ることを目的として、マリンジェットを購入。

◇町民の森風倒木処理対策（専決処分） 

150 万 2 千円（全額一般財源）

　・4 月 18 日の強風により、倒木が複数個所に発生し、

　　利用者の安全確保、維持管理及び植樹等の事業に

　　支障が生ずるため、処理経費を補正。

◇無形民俗文化財保存伝承対策

 84 万 6 千円（その他特定財源他）

　・郷土芸能まつりへの芸術文化振興基金助成金の決

　　定内示があったことから、開催経費、周知ＰＲ経

　　費の補正。

◇江差マリンスポーツ交流センター整備

　5,459 万 5 千円（国庫支出金他）

　・マリンスポーツ等のアクティビティの拠点整備と

　　して、マリーナの艇庫を大規模改修する。

◇日本遺産地域活性化推進事業

2,109 万 1 千円（その他特定財源他）

　・江差観光まちづくり協議会の当面の事業推進資金

　　として、町が貸し付ける。

◇予防事務（臨時保健師配置）

320 万 5 千円（全額一般財源）

　・退職に伴う保健師の補充。

◇公共下水道事業特別会計（専決処分）

　・下水道管理センター曝気装置インバータ更新。

302 万 4 千円（全額その他特定財源）

定例会補正予算の概要

会　計　名 今回補正額 補正後の予算額

一 般 会 計 9,864 万 8 千円 56 億 3,500 万 6 千円

公共下水道事業特別会計 302 万 4 千円 3 億 1,338 万 6 千円

計 1 億 167 万 2 千円 59 億 4,839 万 2 千円
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議員から質疑 !（抜粋）

　

 

　

下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
の
曝
気

　

装
置
イ
ン
バ
ー
タ
更
新
に
つ
い
て
、

　

定
期
的
な
検
査
で
分
か
っ
た
の
か
。

　

突
発
的
な
こ
と
だ
っ
た
の
か
。　

 

　
　

メ
ー
カ
ー
の
耐
用
年
数
は
10
年

　

程
度
で
あ
り
、
４
年
程
オ
ー
バ
ー

　

し
て
い
る
。
メ
ー
カ
ー
と
委
託
業

　

者
で
点
検
も
行
っ
て
い
た
が
、
異

　

常
は
無
か
っ
た
。
突
発
的
な
要
因

　

と
み
て
い
る
。

　

 
 

下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
の
建
物
、

　

内
部
の
機
器
も
含
め
、
ど
う
い
う

　

対
応
を
し
て
い
く
の
か
。

　

 

　

下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
は
、
昨

　

年
度
か
ら
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ

　

メ
ン
ト
（
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
）

　

の
策
定
を
３
カ
年
か
け
て
や
る
予

　

定
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
機
械

　

の
更
新
や
修
繕
等
の
計
画
が
策
定

　

さ
れ
る
。
今
後
は
そ
の
計
画
に
則

　

っ
て
、
計
画
的
に
修
繕
、
更
新
を

　

し
て
い
き
た
い
。　

 　

QⒶⒶ Q

６月 5 日　第２回定例会　こんなことが決まりました！

◆
報
告

・
平
成
28
年
度
一
般
会
計

　
　
　
　
　
　
　

繰
越
明
許
費
計
算
書

　
　

平
成
29
年
度
に
繰
越
し
て
使
用
す

　

る
予
算
に
つ
い
て
報
告
。
庁
舎
非
常

　

用
発
電
機
改
修
他
５
事
業
、
計
４
，

　

６
６
２
万
２
千
円
を
繰
越
。

◆
承
認

・
一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分

　
　

・
町
民
の
森
風
倒
木
処
理
対
策

　
　

・
日
本
遺
産
認
定
周
知
対
策

　
　

・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰

　
　
　

出
金

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

　

算
の
専
決
処
分

　
　

・
広
域
連
合
納
付
金
に
お
け
る
前

　
　
　

年
度
繰
上
充
用
。

・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

　

算
の
専
決
処
分

　
　

・
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
曝
気
装

　
　
　

置
イ
ン
バ
ー
タ
更
新
。

◆
条
例
改
正

・
町
職
員
勤
務
時
間
及
び
休
日
休
暇
等

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
改
正

・
過
疎
地
域
自
立
促
進
の
た
め
の
固
定

　

資
産
税
の
課
税
の
特
例
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
改
正

　
　

い
ず
れ
も
、
関
係
法
令
等
の
一
部

　

改
正
に
伴
い
、
関
係
条
例
を
改
正
。

・
繁
次
郎
の
里
簡
易
宿
泊
施
設
設
置
条

　

例
の
一
部
改
正

　
　

宿
泊
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

　

の
た
め
条
例
を
改
正
。

◆
そ
の
他

・
管
内
公
平
委
員
会
共
同
設
置
規
約
の

　

変
更

・
管
内
行
政
不
服
審
査
委
員
会
共
同
設

　

置
規
約
の
変
更

　
　

江
差
町
ほ
か
２
町
学
校
給
食
組
合

　

か
ら
厚
沢
部
町
が
脱
退
す
る
こ
と
に

　

伴
い
、
組
合
名
称
が
江
差
町
・
上
ノ

　

国
町
学
校
給
食
組
合
に
な
る
こ
と
か

　

ら
規
約
の
一
部
を
変
更
。

・
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
の

　

変
更

　
　

農
地
流
動
化
促
進
補
助
及
び
地
域

　

医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
運
営
補
助
、
文

　

化
会
館
塔
屋
改
修
事
業
を
追
加
。

町民の森も風で被害を受けた。
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議員にとって「一般質問」は、

議場という公の場で、町長や教

育長に対して町政運営の考え方

や将来に対する方針を質すこと

ができる唯一の場です。

◆質問は要約されています◆

　議会だよりのスペースの都合上、質

問・答弁は要約したものを載せています。

◆表示の説明◆

　文中の再、再再はそれぞれ再質問、

再再質問を表します。

一

般

質

問

五
議
員
が
町
政
を
問
う

定例会で次のとおり、町長が行政報告しました。

１　平成28年度各会計決算見込みについて

　歳入総額　54億9,957万3千円

　歳出総額　52億8,498万3千円

　差　　引　  2億1,459万円

　うち、繰り越すべき財源2,860万2千円を差し引い

た実質収支が1億8,598万8千円となった。このうち、

9,300万円を財政調整基金に積み立てし、残額9,298万

8千円は翌年度に繰り越した。

２　平成28年度水道事業会計決算概要について

　営業収益2億7,715万1千円、営業費用2億7,538万9

千円となり、176万2千円の営業収益。

　営業外収益1億8,500万9千円、営業外費用7,596万6

千円となり、1億904万3千円の利益を生じ、営業利益

と合わせ、1億1,080万5千円の経常利益となり、特別

利益29万1千円を加え、当年度純利益は1億1,109万6

千円となる。

３　日本遺産の認定について

　4月28日に文部科学大臣から直接認定証の交付を受

けた。日本遺産制度は、地域の歴史的魅力や特色を通

じて我が国の文化・伝統を語るストーリーを「日本遺

産」として認定するもので、ストーリーを語る上で不

可欠な魅力ある有形・無形の様々な文化財群を総合的

に活用する取組を支援するもの。2020年の東京オリン

ピック・パラリンピックに向けて増加する訪日外国人

旅行者が全国を周遊できるよう、100件程度が認定さ

れる予定であり、今回、江差町は北海道内第１号とし

て認定された。

　日本遺産の認定は、国内外への発信とともに、地域

自体がストーリーの魅力を高めて観光振興を行えるよ

う、国から３年間で約７千万から８千万円程度の支援

を受けることが出来る等、町の観光振興にとって大き

なチャンスといえる。20年先30年先にこの認定がター

ニングポイントだったと言われるよう、地域住民と一

体となり、国の内外から多くの観光客が訪れ地域の活

性化が進むような事業を展開していく。

４　寄付採納について

・株式会社函館新聞社  代表取締役社長　小笠原金哉様

　函館新聞創刊20周年に伴い地域への感謝の気持ちと

して、青森産杉の「木製ベンチ2脚」時価4万円相当

（かもめ保育園園庭に設置）

第 2 回定例会

行 政 報 告
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6 月定例会　一般質問 塚本　眞 議員（無会派）

　

限
ら
れ
た
土
地
条
件
の
中

で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し
、

空
き
家
等
も
活
用
し
た
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
等
の
誘
致
を
積

極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
し
か
し
、
未
だ
光
回
線

（
超
高
速
情
報
通
信
網
）
の

行
き
届
い
て
い
な
い
地
域
が

あ
り
、
地
域
住
民
の
要
望
も

強
い
が
、
計
画
は
あ
る
の
か
。

　

光
回
線
は
、
町
内

の
86
．
３
パ
ー
セ
ン
ト
を
カ

バ
ー
し
て
い
る
。
行
き
届
い

て
い
な
い
エ
リ
ア
は
、
柏
町

の
一
部
か
ら
椴
川
地
区
、
泊
・

大
澗
地
区
、
越
前
か
ら
鰔
川

及
び
五
厘
沢
地
区
。

　

町
が
実
施
主
体
と
な
り
、

整
備
す
る
場
合
の
補
助
制
度

や
事
業
費
等
の
面
を
含
め
、

当
面
は
調
査
・
研
究
し
た
い
。

巨
額
の
自
治
体
負
担
が
伴
う

事
業
費
が
想
定
さ
れ
る
た

め
、
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
回
線
を

利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
も
調
査
・
研
究
し
た
い
。

　

情
報
過
疎
地
を
江
差

か
ら
無
く
す
方
策
を
考
え
て

ほ
し
い
。
国
の
支
援
を
受
け
、

や
れ
る
方
法
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　

町
が
実
施

主
体
と
な
っ
て
整
備
す
る
場

合
、
国
の
制
度
で
情
報
通
信

基
盤
整
備
推
進
事
業
補
助
が

確
立
さ
れ
て
い
る
。
条
件
と

し
て
、
過
疎
地
域
等
の
地
域

で
あ
る
こ
と
、
補
助
率
は
、

基
本
は
３
分
の
１
だ
が
、
財

政
力
指
数
が
０
．
３
未
満
の

市
町
村
の
た
め
補
助
率
が
２

分
の
１
に
な
る
。

　

な
お
、
補
助
金
の
交
付
要

領
に
審
査
基
準
が
あ
り
、
加

入
世
帯
数
目
標
を
設
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

加
入
目
標
に
よ
っ
て
、
優
先

順
位
に
影
響
が
あ
り
、
多
く

の
市
町
村
が
40
パ
ー
セ
ン
ト

前
後
を
加
入
目
標
と
し
て
い

る
。

　

そ
れ
ら
を
活
用
し
な
が

ら
、　

出
来
る
の
か
ど
う
か
、

今
後
、
調
査
・
研
究
し
て
い

き
た
い
。

　

集
会
所
等
の
ト
イ
レ
等
の

施
設
や
椅
子
等
の
備
品
の
改

修
計
画
は
あ
る
の
か
。

　

屋
根
や
外
壁
等
、

大
規
模
な
修
繕
は
計
画
的
に

修
繕
を
進
め
て
き
た
が
、
建

物
内
の
設
備
や
備
品
は
、
都

度
対
応
し
て
き
て
い
る
。
全

般
的
に
破
損
や
老
朽
化
等
に

よ
る
不
具
合
は
、
予
算
の
範

囲
内
で
対
応
し
、
対
応
で
き

な
い
も
の
は
、
緊
急
度
等
を

総
合
的
に
判
断
し
な
が
ら
、

補
正
予
算
や
次
年
度
当
初
予

算
で
の
計
上
を
協
議
し
て
い

き
た
い
。

　

町
の
予
算
化
し
て
い

る
予
算
で
は
施
設
を
快
適
に

使
え
る
に
は
程
遠
い
。
要
望

が
あ
っ
て
も
実
現
さ
れ
な

い
た
め
に
、
要
望
自
体
が
あ

が
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。
地
域
の
要
望
を
吸
い
上

げ
て
、
計
画
的
に
予
算
を
付

け
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

　

今
年
２
月
に

趣
旨
は
異
な
る
が
、
町
内
会

長
に
集
ま
っ
て
頂
い
た
。
来

年
以
降
も
、
意
見
交
換
の
場

に
し
て
い
き
た
い
。

　

基
本
的
に
現
行
予
算
内
、

予
算
編
成
の
協
議
、
そ
う
い

う
過
程
の
中
で
協
議
し
な
が

ら
、
予
算
措
置
し
て
い
き
た

い
。

　

意
見
交
換
で
な
く
、

文
書
で
あ
げ
さ
せ
る
べ
き
。

そ
れ
を
町
で
吸
い
上
げ
て
、

計
画
的
に
予
算
配
置
す
べ
き
。

　

施
設
の
備
品
を
担
当
者
が

見
て
回
り
、
現
地
で
ど
う
い

う
課
題
が
あ
る
か
確
認
し
、

予
算
に
反
映
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。　

施
設
の
現
地

確
認
と
、
管
理
人
と
対
面
し
、

現
状
を
ま
ず
把
握
し
た
い
。

優
先
順
位
も
付
け
な
が
ら
、

一
気
に
は
で
き
な
い
が
、
ど

う
い
っ
た
部
分
が
予
算
反
映

で
き
る
か
、
現
場
に
指
示
し

た
い
。

「
集
会
所
等
の
施
設
内
改
修
及
び

      

備
品
の
購
入
計
画
に
つ
い
て
」

（右）昭和 50 年 12 月建設の

越前町にある越前寿の家。ト

イレ等の設備や椅子等の備品

が古くなっている。

（下）昭和 49 年４月建設のコ

ミュニティセンター水堀会館。

（右下）コミュニティセンター

水堀会館の椅子や机。椅子は、

破れ、色も黄ばんでいる。町

内の集会施設の備品が同じよ

うな状況に置かれている。

町
長

再

総
務
課
長

町
長

再財
政
課
長

再
再

副
町
長

「
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
」
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旧
花
月
の
建
物
は
、
か
な

り
老
朽
化
し
、
危
険
。
本
年

の
新
年
交
礼
会
で
、
町
長
が

旧
花
月
の
建
物
を
町
で
取
得

し
、
民
間
の
資
本
を
入
れ
利

活
用
を
図
る
と
話
し
て
い
た

が
、
実
際
ど
こ
ま
で
進
ん
で

い
る
の
か
。
ま
た
、
進
ん
で

い
な
い
場
合
、
理
由
と
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

旧
寺
子
屋
売
店
の
一
定
期

間
の
活
用
方
策
を
検
討
す
べ

き
で
は
。

　

ま
た
、
昨
年
同
様
前
浜
海

水
浴
場
の
開
設
と
併
せ
、
海

産
物
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

等
は
実
施
す
る
の
か
。

　

老
朽
化
し
た
旧
花

月
の
建
物
を
放
置
し
て
い
く

こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。
利
活
用
は
行

政
に
限
ら
ず
、
広
く
利
活
用

策
を
求
め
て
い
き
た
い
。
進

捗
状
況
は
、
相
手
方
と
時
間

を
か
け
て
協
議
し
て
い
る
。

協
議
が
整
え
ば
具
体
的
な
利

活
用
策
を
検
討
し
、
多
方
面

に
働
き
か
け
を
し
た
い
。

　

旧
寺
子
屋
売
店
は
、
か
も

め
島
の
賑
わ
い
を
作
る
た
め

に
、
要
と
な
る
施
設
の
一
つ

で
あ
り
、
利
活
用
に
つ
い
て

は
民
間
の
運
営
も
含
め
、
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
推

進
員
が
近
い
将
来
に
お
け
る

収
益
事
業
と
し
て
の
可
能
性

を
追
求
す
る
た
め
、
常
設
で

は
な
い
が
、
今
年
度
は
、
か

も
め
島
ま
つ
り
を
始
め
、
夏

場
の
開
設
利
用
を
考
え
て
い

る
。

　

か
も
め
島
周
辺
の
賑
わ
い

創
出
と
い
う
観
点
か
ら
、
前

浜
海
水
浴
場
で
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
よ

り
多
く
の
方
々
が
参
加
し
、

よ
り
楽
し
く
よ
り
魅
力
的
な

も
の
に
な
ら
な
い
か
と
日
程

も
含
め
内
部
で
様
々
な
案
を

検
討
し
て
い
る
。

　

旧
寺
子
屋
売
店
の
活

用
方
策
に
つ
い
て
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

推
進
員
が
か
も
め
島
ま
つ

り
で
ど
ん
な
こ
と
を
や
る
の

か
。

　

か
も
め

島
ま
つ
り
、
７
月
か
ら
８
月

下
旬
ま
で
の
土
日
を
中
心
に

試
行
し
て
い
き
た
い
。
か
も

め
島
ま
つ
り
で
は
屋
台
の
皆

さ
ん
と
被
ら
な
い
も
の
、
町

内
の
地
場
物
を
使
っ
た
加
工

品
を
検
討
し
て
い
る
。

　

そ
の
収
益
は
ど
う

な
る
の
か
。

　

支
出
は

支
出
と
し
て
町
費
で
行
い
、

収
入
は
雑
入
と
し
て
受
け
入

れ
る
こ
と
で
想
定
し
て
い
る
。

　

策
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
プ
ロ
セ
ス
は
。

　

計
画
内
容
は
ど
こ
ま
で
想

定
し
て
い
る
か
。

　

都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
町
財
政
等

の
事
情
も
あ
り
、
未
策
定

だ
っ
た
が
、
本
年
度
、
具
体

的
な
計
画
策
定
に
向
け
予
算

化
を
し
た
。

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に

か
か
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
、
今
年
度
か
ら
三
カ
年

の
事
業
計
画
で
策
定
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
本
年
度
は
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
の
基

礎
と
な
る
町
の
現
状
把
握
や

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の

経
緯
、
産
業
構
造
や
土
地
、

建
物
の
動
向
等
の
基
礎
調
査

を
行
い
、
課
題
の
抽
出
・
整

理
等
を
実
施
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い

て
は
、
計
画
策
定
に
当
た

り
、
策
定
委
員
会
の
設
置
を

行
う
と
共
に
、
町
民
の
意
見

反
映
を
図
る
た
め
、
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
議
会
と
も
十

分
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
計

画
策
定
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

計
画
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
都
市
計
画
区
域
内
全
体

を
対
象
と
し
て
、
今
後
の
町

に
お
け
る
都
市
計
画
の
基
本

的
な
方
針
を
総
合
的
に
示
す

計
画
の
た
め
、
既
に
計
画
策

定
済
み
の
市
町
村
同
様
、
内

容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
調
査
に
お
け
る
現
状

と
課
題
の
整
理
、
プ
ロ
セ
ス

を
踏
ま
え
、
計
画
内
容
を
ど

こ
ま
で
盛
り
込
む
か
精
査
し

て
い
き
た
い
。

　

策
定
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
は
ど
の
よ
う
な
人
を
想

定
し
て
い
る
の
か
。

　

事
例
を

み
る
と
、
一
次
、
二
次
、
三

次
産
業
の
団
体
代
表
者
や
町

内
会
の
代
表
、
学
識
経
験
者

等
の
各
分
野
か
ら
広
く
参
集

し
て
い
る
。
委
員
の
構
成
は
、

現
段
階
で
具
体
的
に
決
め
て

い
な
い
が
、
し
っ
か
り
決
め

て
い
き
た
い
。

萩原　徹 議員（無会派）

（
上
）
今
年
の
か
も
め
島
ま
つ
り
で
Ｄ
Ｍ

Ｏ
職
員
ら
が
旧
寺
子
屋
売
店
を
利
用
し

て
、
瓶
子
岩
カ
レ
ー
や
い
ち
ご
し
る
こ
、

ア
ロ
ニ
ア
ア
イ
ス
等
を
販
売
。

（
右
）
昨
年
か
も
め
島
前
浜
で
行
わ
れ
た

ウ
ニ
や
ツ
ブ
の
つ
か
み
取
り
。
前
浜
海

水
浴
場
に
は
期
間
中
多
く
の
人
が
訪
れ

賑
わ
っ
た
。

町
長

再建
設
水
道
課
長

町
長

再追
分
観
光
課
長

再
再

追
分
観
光
課
長

「
か
も
め
島
周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
」

「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
」
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貧
困
対
策
を
進
め
る
上

で
、
ま
ず
実
態
把
握
が
必
要
。

当
町
の
子
ど
も
の
貧
困
対
策

を
ど
の
よ
う
に
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

　

生
活
が
困
難
な
家
庭
の
小

学
生
及
び
中
学
生
の
学
用
品

費
等
に
対
し
就
学
援
助
制
度

が
あ
る
が
、
３
月
の
文
科
省

通
知
で
、
学
校
入
学
前
の
ラ

ン
ド
セ
ル
等
の
準
備
金
に
つ

い
て
、
入
学
前
に
支
給
で
き

る
こ
と
に
な
っ
た
。
是
非
早

急
に
実
施
す
べ
き
か
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
進
め

て
い
る
か
。

　

貧
困
対
策
の
進
め

方
に
つ
い
て
、
実
態
調
査
と

実
態
に
応
じ
た
施
策
の
検
討

を
両
輪
で
進
め
る
べ
き
も
の

と
考
え
て
い
る
が
、
現
段
階

に
お
い
て
道
の
実
態
調
査
の

手
法
、
調
査
項
目
、
分
析
方

法
等
、
先
行
自
治
体
の
取
り

組
み
状
況
等
を
参
考
に
、
研

究
す
る
期
間
を
頂
き
、
町
と

し
て
の
推
進
体
制
や
予
算
面

等
も
含
め
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

町
で
は
、
経

済
的
に
就
学
困
難
な
児
童
・

生
徒
の
家
庭
を
対
象
に
、
就

学
援
助
制
度
を
設
け
て
お

り
、
ラ
ン
ド
セ
ル
や
制
服
等

の
購
入
の
た
め
の
入
学
準
備

金
も
支
給
し
て
い
る
。
現
行

の
制
度
で
は
、
入
学
後
に
申

請
を
経
て
７
月
の
支
給
に

な
っ
て
い
る
。

　

文
科
省
等
か
ら
も
、
前
倒

し
支
給
が
出
来
る
よ
う
、
配

慮
す
る
よ
う
に
と
の
通
知
も

あ
る
。
町
と
し
て
は
、
児
童
・

生
徒
の
円
滑
な
就
学
支
援
の

た
め
、
出
来
る
だ
け
早
い
時

期
に
支
給
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

貧
困
対
策
も
広
義
な

意
味
で
は
子
育
て
支
援
。
行

政
が
先
頭
に
立
っ
て
姿
勢
を

示
す
べ
き
で
は
。　

国
や
道

の
施
策
を
研
究
し
な
が
ら
、

町
独
自
と
し
て
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
出
来
る
の
か
を
含
め

検
討
し
た
い
。

　

思
い
は
同
じ
く
し

て
い
る
。
将
来
に
羽
ば
た
け

る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が

地
方
自
治
体
に
課
せ
ら
れ
た

責
務
。
限
ら
れ
た
予
算
で
ど

う
い
う
こ
と
が
出
来
る
か
、

最
大
限
考
え
な
が
ら
行
政
運

営
に
当
た
り
た
い
。

　

重
度
心
身
障
が
い
者
等
が

タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場

合
、
そ
の
料
金
の
一
部
を
助

成
す
る
制
度
が
あ
る
が
、
通

院
だ
け
と
限
定
さ
れ
て
い

る
。
利
用
者
の
中
に
は
買
い

物
等
に
使
わ
せ
て
欲
し
い
と

い
う
切
実
な
希
望
が
あ
る
。

改
善
で
き
な
い
の
か
。

　

町
で
は
、
下
肢
等

に
障
が
い
を
有
す
る
方
や
療

育
手
帳
Ａ
判
定
を
受
け
て
い

る
方
、
昨
年
度
か
ら
新
た
に

指
定
難
病
の
方
を
対
象
に
加

え
、
在
宅
で
通
院
す
る
際
の

タ
ク
シ
ー
利
用
に
対
し
て
、

助
成
し
て
い
る
。
障
が
い
等

を
有
す
る
ご
本
人
や
ご
家
族

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の

生
活
が
よ
り
良
い
も
の
と
な

る
よ
う
、
制
度
内
容
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
た
い
。

　

買
い
物
は
切
実
な
問

題
。
こ
の
よ
う
な
事
業
に
縛

り
が
あ
る
町
村
の
方
が
少
な

い
。
制
度
に
整
合
性
が
あ
る

の
か
。

　

買
い
物
だ
け
で
な
く
、
な

べ
ま
つ
り
や
追
分
会
館
に
追

分
を
聴
き
に
タ
ク
シ
ー
利
用

券
を
利
用
出
来
て
も
い
い
の

で
は
。
ま
た
利
用
枚
数
制
限

も
無
く
す
べ
き
で
は
。

　

利
用
の

範
囲
に
つ
い
て
改
め
て
広
く

利
用
で
き
る
方
向
で
検
討
し

た
い
。

　

枚
数
は
、
利
用
実
績
を
踏

ま
え
、
29
年
度
か
ら
一
律
48

枚
配
布
し
て
い
る
。
平
均
的

な
利
用
状
況
か
ら
す
る
と
ほ

ぼ
足
り
る
。
新
た
な
制
度
設

計
は
、
枚
数
、
内
容
含
め
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

6 月定例会　一般質問 小林くにこ 議員（共産党）

「
子
ど
も
の
生
活
実
態
調
査
を
実
施
し
、

　
　
　
　
　
　
　

貧
困
対
策
の
推
進
を
」

「
障
が
い
者
等
の
福
祉
タ
ク
シ
ー 

　
　
　
　
　
　
　

利
用
の
改
善
を
」

町で発行している福祉タクシー利用券

町
長

再

町
民
福
祉
課
長

北
海
道
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計
画

（
平
成
27
～
31
年
度
）
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
子
ど
も
の
貧
困
率
の
推
移
。

町
長

教
育
長

再町
民
福
祉
課
長

町
長
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道
国
保
運
営
方
針
案
に
ど

の
よ
う
な
意
見
を
出
し
て
い

る
か
。

　

新
制
度
に
お
け
る
保
険
税

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
。

　

国
保
税
の
負
担
を
少
な
く

す
る
方
策
（
資
産
割
を
な
く

す
等
）
を
と
る
べ
き
。

　

町
と
し
て
意
見
提

出
は
し
て
い
な
い
。
必
要
に

応
じ
て
意
見
反
映
し
て
い
き

た
い
。

　

27
年
度
実
績
と
比
較
し
全

体
で
５
％
程
度
下
が
る
見
込

み
。
今
後
具
体
的
な
試
算
を

行
う
が
大
き
く
増
え
る
こ
と

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

負
担
を
少
な
く
す
る
方
策

に
つ
い
て
は
、
道
の
標
準
保

険
料
率
の
算
定
基
準
や
現
行

方
式
と
比
較
し
、
全
体
的
な

影
響
等
を
考
慮
し
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

意
見
反
映
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
道
か
ら
言
わ
れ

た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
や
る
の

か
。

　

実
態
に
あ
わ
せ
た
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
示
し
て
ほ
し

い
。

　

国
保
税
を
値
上
が
り
さ
せ

な
い
た
め
の
対
策
を
取
る
べ

き
。

　

道

の

方

式

を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

第
２
回
の
仮
算
定
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
に
対

し
、
４
～
５
％
程
度
下
が
る

と
試
算
し
て
い
る
。
現
状
の

税
率
と
比
較
し
な
が
ら
考
え

て
い
く
。

　

平
成
30

年
の
新
た
な
制
度
に
な
っ
た

時
に
基
盤
安
定
に
対
す
る

国
か
ら
の
措
置
費
が
充
当
さ

れ
、
保
険
税
が
下
が
っ
て
く

る
認
識
で
い
る
。

　

一
般
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
す
る
等
の
対
策
を
し

な
け
れ
ば
、
国
保
税
を
上
げ

な
い
と
納
付
金
を
全
部
道
に

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
。

　

経
営
安
定

基
盤
も
含
め
た
納
付
金
は
変

わ
ら
な
い
。
一
人
当
た
り
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
下
が

る
と
み
て
い
る
。

　

複
数
の
課
に
ま
た
が
っ
た

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
統

一
的
な
政
策
が
求
め
ら
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。　

関
係
す
る
課
長
を

中
心
に
検
討
委
員
会
を
組
織

し
、
空
き
家
所
有
者
へ
の
意

識
付
け
、
特
定
空
き
家
の
選

定
方
法
、
特
定
空
き
家
の
認

定
後
の
対
応
等
に
つ
い
て
、

議
論
・
検
討
を
図
り
な
が
ら

方
向
性
を
見
出
し
た
い
。

　

対
策
と
し
て
有
効
に

や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　

年
度
中
に
制

度
設
計
し
た
い
。
庁
舎
内
の

検
討
委
員
会
の
中
で
構
築
し

て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
は
、
選
定
作
業
を
進

め
て
い
き
た
い
。
検
討
委
員

会
の
中
で
選
定
方
法
等
を
議

論
し
た
い
。

小野寺　真 議員（共産党）

「
国
保
広
域
化
で
江
差
の
国
保
税
は

　
　
　
　
　
　
　
　

ど
う
な
る
か
」

　

リ
サ
イ
ク
ル
問
題
に
つ
い

て
、
南
部
桧
山
衛
生
処
理
組

合
な
の
か
、
町
な
の
か
、
考

え
は
。
組
合
議
会
の
構
成
に

つ
い
て
、
各
町
の
町
長
が
議

員
な
の
は
ど
う
な
の
か
、
見

解
は
。
構
成
町
と
意
見
交
換

し
て
い
る
か
。

　

檜
山
広
域
行
政
組
合
の
自

賄
い
方
式
の
改
善
に
つ
い
て

協
議
す
べ
き
で
は
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
、
組
合
で
収
集
・
処
理

す
る
の
か
、
各
町
で
収
集
す

る
の
か
衛
生
処
理
組
合
が
軸

と
な
り
、
方
向
性
を
今
後
決

め
て
い
き
た
い
。

　

町
長
議
員
の
在
り
方
は
法

的
に
は
問
題
な
い
。
意
見
交

換
は
し
て
い
な
い
。

　

道
内
に
は
、
組
合
消
防
と

し
て
36
組
合
が
組
織
さ
れ
て

お
り
、
自
賄
い
方
式
は
33
組

合
。
消
防
本
部
と
消
防
署
と

の
連
携
強
化
は
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
各

種
広
域
訓
練
を
通
じ
て
各
消

防
署
間
の
情
報
共
有
は
図
ら

れ
て
い
る
。

　

分
別
収
集
計
画
で
は
衛

生
処
理
組
合
が
リ
サ
イ
ク
ル

を
や
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

実
態
と
整
合
性
が
な
い
の
で

は
。

　

本
当
に
広
域
的
な
対
応
が

可
能
な
の
か
。
消
防
本
部
は

機
能
し
て
い
る
の
か
。

　

リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
、
組
合
が
軸
と
な

り
進
め
て
い
る
中
で
、
各
町

は
何
を
す
べ
き
か
、
ど
う
分

担
し
て
い
く
か
協
議
を
重
ね

方
向
性
が
決
ま
っ
て
い
く
。

　

消
防
本
部
の
初
動
体
制
は

現
在
の
体
制
で
出
来
て
い
る
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
は
町

内
で
も
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。

町
と
し
て
も
し
っ
か
り
や
っ

て
も
ら
い
た
い
。

　

組
合
で
や
る

場
合
は
施
設
整
備
が
か
か
る
。

各
町
と
方
向
性
を
見
出
し
て

い
き
た
い
。

「
一
部
事
務
組
合
等
に
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　

案
件
に
つ
い
て
」

ペットボトルボックスは昨年度更新され、
丈夫なボックスになった。（上）柏町団地（中
央）豊川町（右）茂尻児童公園

町
長

総
務
課
長

町
長

再総
務
課
長

再
再副

町
長

町
長

再

税
務
課
長

町
民
福
祉
課
長

再
再

税
務
課
長

再

「
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
」
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6 月定例会　一般質問

　

江
差
の
５
月
は
江
戸
に
も

な
い
、
ニ
シ
ン
の
繁
栄
が
息

づ
く
ま
ち
、
を
タ
イ
ト
ル

と
し
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
が
、
当
時
の
江
差
の
人

口
は
約
３
万
人
い
た
と
言
わ

れ
、
そ
の
う
ち
、
能
登
地
方

か
ら
出
稼
ぎ
な
ど
で
江
差
に

定
着
し
、
そ
れ
を
頼
っ
て
移

住
し
住
み
着
い
た
方
々
は
約

48
％
を
占
め
て
い
た
。
ニ
シ

ン
漁
の
不
漁
等
に
よ
り
江
差

を
離
れ
た
近
江
商
人
に
比
べ

る
と
、
江
差
の
苦
し
い
時
代

を
底
辺
か
ら
支
え
て
く
れ
た

能
登
出
身
者
の
苦
労
は
並
大

抵
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

　

こ
う
し
た
無
形
の
歴
史
を

町
民
に
も
理
解
を
頂
く
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。
江
差

の
歴
史
的
遺
産
が
あ
っ
て
こ

そ
、
日
本
遺
産
へ
と
繋
が
っ

た
。

　

石
川
県
珠
洲
市
出
身
者
の

子
孫
で
、
平
成
４
年
に
江
差

能
登
会
を
設
立
し
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
江
差
能
登
会

が
中
心
に
な
り
、
珠
洲
市
と

次
世
代
事
業
を
計
画
し
、
１

年
お
き
に
双
方
の
児
童
を
交

互
に
交
流
・
滞
在
さ
せ
て
絆

を
深
め
て
き
た
。
町
か
ら
は

隔
年
ご
と
に
補
助
金
を
頂
き

運
営
し
て
い
る
。
し
か
し
、

民
間
だ
け
で
は
運
営
に
も
限

界
が
あ
る
。
ち
な
み
に
珠
洲

市
で
は
、
経
費
、
人
的
配
置

な
ど
、
全
て
市
が
負
担
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

友
好
都
市
宣
言
か
ら
来
年

で
20
年
の
節
目
に
な
る
が
、

珠
洲
市
を
姉
妹
都
市
へ
格
上

げ
し
、
町
を
挙
げ
て
積
極
的

な
支
援
を
す
べ
き
で
な
い
か

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　

石
川
県
珠
洲
市
と

の
友
好
都
市
は
、
江
差
町

能
登
会
が
平
成
５
年
に
縁
故

者
調
査
の
訪
問
が
契
機
と
な

り
、
平
成
10
年
に
友
好
都
市

盟
約
書
に
調
印
し
て
以
来
、

現
在
も
江
差
町
能
登
会
に
よ

る
児
童
の
交
流
を
図
っ
て
い

る
。

　

支
援
策
は
、
こ
れ
ま
で
も

隔
年
で
児
童
を
派
遣
す
る
事

業
に
対
し
て
は
、
ま
ち
づ
く

り
推
進
交
付
金
等
に
よ
る
支

援
や
、
平
成
25
年
７
月
の
御

神
事
太
鼓
受
け
入
れ
経
費
も

町
費
で
賄
っ
て
い
る
な
ど
、

今
後
も
珠
洲
市
と
の
交
流
人

口
が
増
え
、
さ
ら
な
る
絆
を

築
く
た
め
に
も
、
継
続
し
た

支
援
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

姉
妹
都
市
と
友
好
都
市
に

つ
い
て
、
明
確
に
統
一
さ
れ

た
基
準
は
な
い
も
の
と
言
わ

れ
て
お
り
、
表
現
が
違
う
の

み
で
、
提
携
の
内
容
に
実
質

的
な
違
い
は
な
い
。
姉
妹
都

市
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
友
好
都
市
と
し
て
の

位
置
付
け
に
表
現
が
違
う
も

の
の
、
支
障
が
き
た
し
て
い

る
事
項
が
見
当
た
ら
な
い
と

捉
え
て
お
り
、
珠
洲
市
の
意

向
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

交
流
は
末
永
く
良
好
な
関

係
を
築
い
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
、
町
行
政
の
関

わ
り
も
深
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

今
か
ら
19
年
前
の
友

好
都
市
の
協
約
書
等
、
何
か

交
わ
し
た
も
の
は
あ
る
の

か
。
そ
の
中
に
は
ど
の
よ
う

な
面
で
お
互
い
に
発
展
し
、

交
流
を
深
め
て
い
く
と
い
う

も
の
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

友

好

都

市

盟
約
書
に
は
、
「
珠
洲
市
と

江
差
町
は
相
互
に
教
育
文

化
、
産
業
、
行
政
の
各
分
野

に
わ
た
る
交
流
を
通
じ
て
親

善
・
友
好
を
図
り
、
友
情
と

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

両
市
町
の
繁
栄
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を

念
願
し
、
こ
こ
に
友
好
都
市

と
し
て
提
携
す
る
こ
と
を
盟

約
す
る
」
、
と
い
う
内
容
に

な
っ
て
い
る
。

　

町
が
主
体
に
な
っ

て
や
っ
て
き
た
交
流
の
実
績

は
。

　

江

差

町

能

登
会
の
事
業
に
支
援
し
て
い

る
。

薄木　晴午 議員（無会派）

（
上
）
昨
年
、
珠
洲
市
交
流
で
訪
れ
た

子
ど
も
た
ち
が
追
分
会
館
で
山
王
太
鼓

を
披
露
。

（
右
）
平
成
10
年
４
月
に
珠
洲
市
と
の

友
好
都
市
提
携
調
印
式
、
同
時
に
旧
檜

山
爾
志
郡
役
所
庁
舎
修
復
落
成
式
及
び

歴
史
の
ま
ち
宣
言
が
郡
役
所
前
で
行
わ

れ
た
。

町
長

再総
務
課
長

再
再

総
務
課
長

「
珠
洲
市
と
の
姉
妹
都
市
へ
の

　
　
　
　
　
　

計
画
は
な
い
か
」
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総務産業常任委員会　『ＤＭＯ※推進に関する事務調査』

　総務産業常任委員会（萩原　徹委員長）は、平成 28 年第４回定例会で事務調査をおこし、６回会議を開催し、担当課

の説明を２回求め、調査をした結果について次のとおり意見を付して報告する。

～常任委員会報告～くりのために

　＜意見＞※抜粋

　北海道新幹線は開業から１年が経過し、江差

町においても主要観光施設の入館者数が増加す

るなど開業効果がみられたものの、本当の意味

での「地域の力」が試されるのはこれからであ

る。

　現在、江差町では「“古くて新しいまち江差“観

光戦略書」の作成や日本遺産観光づくりに向け

たＤＭＯ設立の取り組みが始まったところであ

る。

　そこで、江差町版ＤＭＯがどのような方向性

もって進められ、将来どのような形になるのか

を調査し、その結果について意見を付して報告

する。

１．今年度、ＤＭＯに関係する予算は、北海道

教育大学函館校との連携、会社運営戦略・ＤＭ

Ｓ（観光マネジメントシステム）構想構築委託、

体験メニュー構築・ブランド化支援モニターツ

アー委託、情報発信・ブランディング等に関す

るコンテンツ戦略策定委託など、委託事業が多

岐にわたっている。

　ＤＭＯの推進にあたっては、情報発信や収益

や経営、マーケティングなどの専門性が要求さ

れることから、事業委託を否定するものではな

いが、「地域の力」を発揮するためには、委託

事業者ばかりに任せることなく、ＤＭＯ推進員

を中心に役場全体で連携して進めていくこと。

２．平成 29 年度、ＤＭＯ設立協議会（仮称）

を町民組織として立ち上げる予定になっている

が、ＤＭＯ設立にあたっては幅広い意見を反映

する必要があることから、町民に対するＤＭＯ

の周知、浸透を十分に図ること。

３．ＤＭＯは、初期段階では町の支援が必要で

あるが、最終的には自立が求められる。観光体

験メニューの構築や商品のブランド化、空き家

等のリノベーションの促進及び地域民泊の導入

など、事業収益の柱となるものをしっかり定め

なければならない。また、現在、町が直営で実

施している業務を委託させるなど経営基盤の安

定化を図ることも重要である。

４．ＤＭＯ設立にあたり、江差観光コンベンショ

ン協会とのあり方については、お互いに理解し

た上で連携し、相乗効果のあるものにしなけれ

ばならない。

※ＤＭＯとは・・・

　Destination Management/Marketing Organization の

略。様々な地域資源を組み合わせた観光地の一体的なブラン

ドづくり、ウェブ・SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サー

ビス）等を活用した情報発信・プロモーション、効果的なマー

ケティング、戦略策定等について、地域が主体となって行う

観光地域づくりの推進主体。

担
当
課
か
ら
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
つ
い
て
、
聞

き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
進
捗
状
況

や
課
題
、
今
後
の
取
り
進
め
等
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。

＜現在＞

　総務産業常任委員会は、「かもめ島周辺の利

用計画に関する事務調査」について、

　社会文教常任委員会は、「福祉行政に関する

事務調査」について、調査を行っています。

　議員は、議会閉会中も、委員会を開催し、議

会活動を行っています。
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＜意見＞※抜粋

　～生涯活躍のまちづくりをめざして～

・地域福祉とは、地域で共に暮らす人々が、お互いに支

え合いながら、住み慣れた地域で安心して暮らしてい

ける地域社会を皆で築いていく取り組みである。

・町は、平成 29 年度を初年度とする５年間の第４期地

域福祉計画を策定し、現状と課題、具体的な取組等を

示している。しかし、地域福祉政策の行政運営は一層

多様化され、難題と困難が十分予知できる状況である。

そして、予想される大きな課題に対し、実現可能な福

祉行政を推進することが急務である。

・少子高齢化、人口減少が続く中、地域でどう助け合い、

生活可能な環境づくりと福祉政策の組織体制の見直し

や改革について、早期に図る必要がある。

・当委員会は、「岩手県雫石町」、「社会福祉法人雫石町

社会福祉協議会」と、「かあちゃん食堂」を視察・研修

を行った。

　以上、江差町の地域福祉の取り組みを一歩でも二歩

でも進めるべく、次のとおり意見する。

１．視察研修から見えた課題

（１）雫石町社会福祉協議会

　長年の福祉事業の蓄積と実績から、全国有数の事業

所として高く評価されている。地域福祉事業、介護保

険事業、保育園事業を行い、学童保育の運営も委託され、

行っている。

　地域福祉事業の主な内容は、町内 29 箇所での「ふれ

あいサロン事業」、年に４回開催し、うち１回は男性が

昼食を作る集合型の「一人暮らし老人昼食会」、ボラン

ティアによる「おでかけ援助サービス」、町内６４箇所

で情報提供を行う座談会「お互いさま情報交換会」等、

高齢者のニーズに沿った多様な事業を実施している。

　視察では、生活保護に依存しない、させない支援事

業の対応、高齢者は宝であり良い資源、そしてよく働

くこと、社協職員は熱血職員が多いこと、行政・議会

に対して要望・対話を続けていること、介護保険事業

を大きく展開しないこと等の説明があり、そこには、

社会福祉協議会の職員の地域福祉を支えようという強

い思いがあった。　

（２）江差町「かあちゃん食堂」

　かあちゃん食堂は、平成１７年から取り組みが始ま

り、週１回、当初から変わらず１食 300 円で食事を提

供し、地域の交流の場となっている。

　視察では、地区内住民に限らず、高齢者に限定せず、

町内の多くの方々が利用している。地区内住民の安否

確認や行動をお互いに把握する等、情報交換の場となっ

ており、極めて重要だと認識した。

　各地域での特性を考慮した拡大を期待し、行政との

連携が今後必要である。

２．社会福祉協議会の在り方と位置付け

　社会福祉協議会とは、国や自治体の福祉制度では救

いきれない地域の課題解決に取り組み、その連絡調整

役を担うとされている。

　江差町の社会福祉協議会の現状は、介護保険事業を

中心に事業展開しており、本来の地域を支える団体に

なっていない。地域福祉政策の推進は、行政のみでは

出来ない。雫石町社会福祉協議会の実績と実態を学び、

町と社会福祉協議会の関係を再検討、再構築する必要

がある。

＜約２年間の社会文教常任委員会としての総括＞

　本委員会は、２カ年の任期における事務調査として

　・公園の有効活用について

　・江差町の文化の発信及び普及啓発について

　・地域福祉について

　の３事件に関し、調査を行った。

　この２年間、「江差町の文化の発信及び普及啓発につ

いて」に加えて、小林委員提案の「公園の有効活用に

ついて」、小梅副委員長提案の「地域福祉について」を、

最優先調査事件として調査してきたところである。

　しかし、委員会報告書に対する行政側の対応はどう

なのか、調査事件に対し真摯に向き合い、検討、議論

がされているのか、大きな疑問を抱くところである。

　そして、今回報告した「地域福祉について」は、先

述のとおり委員の地道な調査活動の結晶として報告さ

せて頂いた。行政が今後どのような対応をしていくの

か、注視していくことを申し上げ、総括とする。

社会文教常任委員会　 『地域福祉に関する事務調査』

　社会文教常任委員会（室井正行委員長）は、平成 28 年第４回定例会で事務調査をおこし、７回会議を開催し、岩手県

雫石町及び町内のかあちゃん食堂を視察した。以上、調査をした結果について、次のとおり意見を付して報告する。

（左）雫石町社会福
祉協議会から実施事
業等について、熱意
あふれる説明を受け
た。

（右）愛宕町で行われてい
る「かあちゃん食堂」を視
察。毎週水曜日、多くの人
が楽しみに訪れている。

よりよい町づ
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平成 29 年度北海道町村議会議員研修会に出席しました！
　７月４日、札幌コンベンションセンターを会場に全道の議

員研修会が行われ、８人の議員が出席しました。

　講師は、慶應義塾大学経済学部教授の金子勝氏が「トラン

プ政権と日本経済～地域経済への影響は？」、日本放送協会

解説副委員長の島田敏男氏が「日本政治の昨日・今日・明

日」について講演されました。お二人はそれぞれサンデーモ

ーニングや日曜討論等のテレビでも活躍されています。

意 見 書 を 提 出
　６月定例会では10件の意見書を提出しました。そのう

ち５件の意見書を原案どおり可決し、関係行政機関へ提

出しました。

◆地方財政の充実・強化を求める意見書

◆義務教育費国庫負担制度堅持・負担率1/2への復元、

　教職員の超勤解消と「30人以下学級」の実現、「子

　どもの貧困」解消など教育予算確保・拡充と就学保障

　に向けた意見書

◆平成29年度北海道最低賃金改正等に関する意見書

◆雪崩遭難者救助対策の推進を求める意見書

◆ギャンブル等依存症対策の抜本的強化を求める意見書

北海道町村議会議長会から功労表彰

　町議会議員として25年以上在職し功労のあ

った小野寺真議員が、北海道町村議会議長会

から表彰されました。

小野寺　真 議員

議
長
か
ら
小
野
寺
議
員
に
対
し
、
６
月

定
例
会
開
会
前
に
賞
状
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

常任委員会などの委員が改選！
　各常任委員会、議会運営委員会、議会広報特別委員会の委員任期は２年間となってい

ます。その任期満了に伴い、第２回定例会において委員改選が行われました。

　下記の構成で今後委員会が運営されていきます。任期は、議員任期満了と同じ平成 31

年８月 10 日までとなります。

◇総務産業常任委員会　

　　委 員 長　室井　正行
　　副委員長　若山　明廣
　　委　　員　薄木　晴午
　　委　　員　小野寺　真
　　委　　員　小梅　洋子

◇社会文教常任委員会　

　　委 員 長　小林くにこ
　　副委員長　塚本　眞
　　委　　員　飯田　隆一
　　委　　員　小笠原淳夫
　　委　　員　萩原　徹
　　委　　員　西海谷　望

◇議会運営委員会　

　　委 員 長　小野寺　真
　　副委員長　塚本　眞
　　委　　員　薄木　晴午
　　委　　員　飯田　隆一
　　委　　員　西海谷　望

◇議会広報特別委員会　

　　委 員 長　西海谷　望
　　副委員長　萩原　徹
　　委　　員　小梅　洋子
　　委　　員　塚本　眞
　　委　　員　小林くにこ
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会　 議　 名 会議日

総務産業常任委員会 社会文教常任委員会 議長
萩
原
　
徹
（
委
）

塚
本
　
眞
（
副
）

飯
田
　
隆
一

小
野
寺
　
真

西
海
谷
　
望

小
笠
原
淳
夫

室
井
正
行
（
委
）

小
梅
洋
子
（
副
）

薄
木
　
晴
午

若
山
　
明
廣

小
林
く
に
こ

打
越
東
亜
夫

第 2 回 臨 時 会 4 月 1 4 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
（病欠） ○

第 2 回 定 例 会 6 月 1 5 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全 員 協 議 会 6 月 2 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総 務 産 業
常 任 委 員 会

4 月 1 3 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 月 2 4 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 月 1 7 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 月 2 4 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 月 7 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 月 1 5 日 ○ ○ ○ ○ ○

社 会 文 教
常 任 委 員 会

4 月 1 9 日 ○ ○ ○ ○ ○

4 月 2 0 日 ○ ○ ○ ▲
（公用） ○

6 月 2 日 ○ ○ ○ ○ ○

6 月 1 5 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 月 2 7 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報特別委員会

4 月 1 4 日 ○ ○ ○ ○ ●
（病欠）

4 月 2 4 日 ○ ○ ○ ○ ●
（病欠）

6 月 1 5 日 ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会

4 月 1 3 日 ○ ○ ○ ○ ○

4 月 1 4 日 ○ ○ ○ ○ ○

5 月 2 5 日 ○ ○ ○ ○ ○

6 月 7 日 ○ ○ ○ ○ ○

6 月 1 5 日 ○ ○ ○ ○ ○

決算審査特別委員会 6 月 1 5 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

出欠状況をお知らせします！
平成 29 年 4 月１日から 6 月 30 日の出欠状況です。斜線部分は出席する必要のない会議です。

議会を傍聴しましょう！
次の定例会は９月です。日程は町広報誌やホームページでお知らせします！

　江差町議会本会議は、どなたでも傍聴することがで

きます。

　町民の皆さんが選んだ議員の活動状況や、町政の方

針などを議場で確かめましょう！

　議会の傍聴は、受付後、出入りは自由で、都合のい

い時間で傍聴できます。

　皆様の傍聴をお待ちしております！

（問）議会事務局（℡ 52-6713）議会ホームページでもお知らせしているほか、役場

玄関にも議会日程が掲示されています。

○：出席　▲：欠席（公用）　●：欠席（葬儀・病欠・私用）

※６／１５の定例会以降、常任委員の委員構成が変更されています。



　

道産 間伐材使用

この用紙は、原材料の一部に

道産間伐材を使用しています

議会の動き
4月24日　◆総務産業常任委員会（出席6名）

　　　　 ・ＤＭＯ推進に関する事務調査

　　　　  ◆議会広報特別委員会（出席4名、欠席1名）

　　　　 ・5月号議会だよりについて（2回目）

5月8日　  ◆檜山議長会議（江差町）

5月17日　◆総務産業常任委員会（出席6名）

　　　　 ・ＤＭＯ推進に関する事務調査

5月24日　◆総務産業常任委員会（出席6名）

　　　　 ・ＤＭＯ推進に関する事務調査

5月25日　◆議会運営委員会（出席5名）

　　　　 ・第2回定例会について

6月2日　  ◆全員協議会（出席12名）

　　　　 ・第5次総合計画（後期基本計画）について

　　　　 ・地域再生計画について

　　　　 ・地方創生推進交付金事業の採択状況について

　　　　 ・江差マリンスポーツ交流センター整備事業の

　　　　 　概要について

　　　　 ・日本遺産の認定について

　　　　 ・かもめ島まつり花火大会実行委員会補助金に

　　　　 　ついて

　　　　 ・後期高齢者医療保険料並びに国民健康保険税

　　　　 　のシステム誤りによる過大・過小徴収について

　　　　 ・常任委員、議会運営委員、議会広報特別委員

　　　　 　の選任について

　　　　 ◆社会文教常任委員会（出席5名）

　　　　 ・地域福祉に関する事務調査

6月7日　  ◆議会運営委員会（出席5名）

　　　　 ・第2回定例会について

　　　　 ◆総務産業常任委員会（出席6名）

　　　　 ・ＤＭＯ推進に関する事務調査

6月13日～14日  ◆道議長会定期総会及び研修会（札幌市）

6月15日　◆第2回定例会（出席12名）

　　　　 ◆議会運営委員会（出席5名）

　　　　 ◆総務産業常任委員会（出席5名）

　　　　 ◆社会文教常任委員会（出席6名）

　　　　 ◆議会広報特別委員会（出席5名）

　　　　 ◆各会計決算審査特別委員会（出席10名）

　　　　 ・各委員長及び副委員長の互選

6月27日　◆社会文教常任委員会（出席6名）

　　　　 ・福祉行政に関する事務調査

7月4日～5日  ◆道議長会町村議会議員研修会（札幌市）

7月10日　◆石川県珠洲市議会総務常任委員会行政視察

7月13日　◆社会文教常任委員会（出席6名）

　　　　 ・福祉行政に関する事務調査

　　　　 ◆広報特別委員会（出席5名）

　　　　 ・８月号議会だよりについて（1回目）

7月20日　◆総務産業常任委員会（出席5名）

　　　　 ・かもめ島周辺の利用計画に関する事務調査

7月24日　◆広報特別委員会（出席4名、欠席1名）

　　　　 ・８月号議会だよりについて（2回目）
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・第５次総合計画（後期基本計画）について

　　総合計画は平成23～32年度までのまちづくり

　における最上位計画。その後期５年間の基本計

　画について説明があった。

・地域再生計画について

　　ＤＭＯを基盤とした「古くて新しいまち江差」

　創造プロジェクトと題し、地域再生計画を策定

　した。

・地方創生推進交付金事業の採択状況について

　　「ＤＭＯを基軸とした新たな港町・エコシス

　テム創造事業」や「海・山・川！障がい者が満

　喫するバリアフリーレジャーと地域づくりの相

　互連携事業」、「檜山管内７町と東京都特別区

　との連携事業」について採択された。

・江差マリンスポーツ交流センター整備事業の概

　要について

　　現在遊休状態にある江差港マリーナ艇庫を改

　修し、マリンスポーツの拠点施設と位置付け、

　交流人口の拡大による新たな人の流れをつくり、

　地域の活性化を目指す。

・日本遺産の認定について

　　平成27年度から取り組みを進め、この春「江

　差の五月は江戸にもない～ニシンの繁栄が息づ

　くまち～」をタイトルとしたストーリーを申請

　し、４月28日に文部科学大臣から直接認定証の

　交付を受けた。

・かもめ島まつり花火大会実行委員会補助金につ

　いて

　　かもめ島まつりでの花火打ち上げにかかる経

　費の一部に充てるため200万円を補助する。

・後期高齢者医療保険料並びに国民健康保険税の

　システム誤りによる過大、過小徴収について

　　全国の後期高齢者医療広域連合で使用してい

　るシステム設定の不備により、保険料の均等割

　の軽減判定の計算に誤りがあった。また、この

　システムと同様の軽減判定を行っている国民健

　康保険税のシステムの調査を行ったところ、同

　様に誤りがあった。

・常任委員、議会運営委員、議会広報特別委員の

　選任について

　　各委員会の委員について、議員間で議論、調

　整を行い、最終案を確定した。

日
本
遺
産
や
い
に
し
え
街
道
等

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
、

中
村
家
の
見
学
や
い
に
し
え
街

道
を
歩
い
て
視
察
。

全員協議会を
開催しました

6 月 2 日

６月２日に全員協議会が行われました。

その内容についてお知らせします。


